
１００点～８５点程度 ８４点～６５点程度 ６４点～３５点程度 ３４点～２１点程度 ２０点程度未満

　評価の基準　※ 満点を100点としたとき

5 4 3 2 1

割合 30% 10% 60%

定期考査 ○ ◎

提出物 ◎ ○

方法 ※　◎は観点の中でより重視するところです。

観察 ◎ ○ ○

規準

　個人生活や社会生
活における心身の健
康や安全に関心を持
ち、自ら健康で安全
な生活を実践するた
め、意欲的に取り組
もうとしているか。
ノートや提出プリン
トにしっかり取り組
むことができたか。

　個人生活や集団生
活社会生活における
心身の健康や安全に
関する課題の解決を
目指して、適切な意
志決定を行い、選択
すべき行動を適切に
判断することができ
ているか。

　健康・安全に関す
る基礎的・基本的な
内容を理解し、知識
を身に付けている
か。

　教科担当者から

　保健は健康・安全に関する基礎的・基本的な内容を生徒が体系的に学習することにより、
健康課題を認識し、これを科学的に思考・判断し、適切に対処できるようにすることをねら
いとしており、生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基礎を培う上で中心的な役割を
担っています。保健で身に付けた知識及び資質や能力を生かして課題解決などに取り組むこ
とができるようになりましょう。

　評価の観点・方法・割合

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解

使用教科書
(出版社)

最新高等保健体育（大修館書店）

使用教材
(出版社)

最新高等保健体育ノート（大修館書店）

　学習の目標

　個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自ら
の健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

科目名 保健
履修学年 第２学年

履修形態 必修

履修単位 １単位
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関 思 知

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○
○ ○

○ ○

○ ○
○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

4

4

後
　
　
期

１０　さまざまな保健活動や対策

１　大気汚染と健康
２　水質汚濁、土壌汚染と健康

○　大気汚染の原因とその健康影響を説明できる。
○　水質汚濁の原因とその健康影響を説明できる。
　土壌汚染の原因とその健康影響を説明できる。

○　環境汚染を防ぐためのさまざまな取組について
　例を挙げて説明できる。
○　ごみの処理の現状や，その課題について説明で
　きる。安全で質のよい水を確保するための仕組み
　と課題を説明できる。

○　食品の安全のため，私たち消費者が行うべきこ
　とを例を挙げて説明できる。
○　働く人の健康問題が，どのように変化してきた
　かを説明できる。

○　職場が行う健康増進対策について例を挙げて説
　明できる。余暇の大切さと活用の仕方について説
　明できる。

○　一年間の保健の授業の中で、興味・関心を持っ
　た単元・学習内容について、研究発表を実施す
　る。（言語活動）

10

11

12

1,2

2,3

3

３　環境汚染を防ぐ取り組み
４　ごみの処理と下水道の整備

3

3

4

3

4

3

4

　まとめ

○　中高年期を健やかに過ごすための社会的な取
　組について説明できる。
○　医薬品の正しい使用法について説明できる。

○　さまざまな医療機関の役割について説明でき
　る。
○　保健行政の役割について例を挙げながら説明で
　きる。

6,7

8,9

3

○　民間機関・国際機関などの保健活動や対策につ
　いて例を挙げて説明できる。

５　食品の安全を守る活動
６　働くことと健康

７　働く人の健康づくり
○　学年末考査

35

前
　
　
期

　６　中高年と健康
　７　医療品とその活用

　８　医療サービスとその活用
　９　保健サービスとその活用
　○　前期期末考査

　３　妊娠・出産と健康
　４　避妊法と人工妊娠中絶
　５　結婚生活と健康

　１　思春期と健康
　２　性への関心・欲求と性行動

○　思春期における体の変化や心の発達に関わる
　健康課題について説明できる。
○　性意識の男女差を，具体例を挙げて説明でき
　る。性情報が性行動の選択に影響を及ぼす例を挙
　げることができる。

○　妊娠・出産の過程における健康課題について説
　明できる。
○　家族計画の意義と適切な避妊法について、人工
　妊娠中絶が女性の心身に及ぼす影響について説明
　できる。
○　心身の発達と結婚生活の関係について説明でき
　る。

4

5,6

学期 月 単元名／学習内容 学習のねらい
評価の観点

時間

　学習内容

２単元 生涯を通じる健康

３単元 社会生活と健康
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２０点程度未満

　評価の基準　※ 満点を100点としたとき

1

※　◎は観点の中でより重視するところです。

　教科担当者から

　保健は健康・安全に関する基礎的・基本的な内容を生徒が体系的に学習することにより、
健康課題を認識し、これを科学的に思考・判断し、適切に対処できるようにすることをねら
いとしており、生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基礎を培う上で中心的な役割を
担っています。保健で身に付けた知識及び資質や能力を生かして課題解決などに取り組むこ
とができるようになりましょう。

　評価の観点・方法・割合

最新高等保健体育（大修館書店）

最新高等保健体育ノート（大修館書店）

　学習の目標

　個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自ら
の健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

第２学年

必修

１単位
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4

4

3

3

3

4

3

4

3

4

35

時間

　学習内容
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